
2022.4 広報とべ（2）

令
和
４
年
度
施
政
方
針
に
掲
げ
る
重
点
施
策
「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
は
、
少
子

高
齢
化
な
ど
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ

り
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
、
頻
発
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
直
面
す
る
課
題
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、「
第
２
次
砥
部
町

総
合
計
画
」
の
基
本
計
画
更
新
年
度
を

迎
え
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
文
化
と

こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
前
期
５
年
間
の
施
策
を
検
証
し
、

更
な
る
充
実
を
図
り
、
急
速
に
進
む
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
自
治
体
D
X

や
、
S
D
G
s
の
推
進
な
ど
、
新
た
な

課
題
に
対
す
る
後
期
５
年
間
の
方
向
性

を
示
す
重
要
局
面
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な

り
ま
す
が
、
次
の
４
項
目
の
基
本
理
念

の
も
と
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
を
進
め
、
包
括
的
な
支
援
体
制

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
等
を
図
り
、
ふ
れ
あ
い

と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
令
和
５

年
度
開
催
に
向
け
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
に
対
す
る
支
援
等
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
に
対
す
る
円
滑
な
体
制
を
確
保
し
、

迅
速
で
き
め
細
か
な
支
援
に
よ
り
、
町

民
の
健
康
と
社
会
経
済
活
動
の
維
持
を

図
り
ま
す
。

　
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
し
て
、
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
更

新
や
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
行

動
要
支
援
者
の
個
別
支
援
計
画
の
充

実
、
福
祉
施
設
や
避
難
拠
点
の
強
化
に

加
え
、
消
防
団
の
処
遇
改
善
を
行
い
、

重
点
施
策

安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
及

び
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
し
、
多
様
な
家

庭
環
境
を
踏
ま
え
た
実
情
の
把
握
に
努

め
、
妊
婦
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、

麻
生
及
び
宮
内
校
区
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
開
園
を
目
指
す
民
間
事
業
者
に

よ
る
保
育
事
業
等
を
支
援
を
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
教
育
の
一
層
の
推
進
を
目
指
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

た
く
ま
し
く
健
や
か
に
育
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー

ト
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
実
証
実
験
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流

事
業
の
実
施
、
文
化
財
の
保
全
と
活
用

な
ど
、
引
き
続
き
文
化
振
興
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
自
主
的
・
主
体

的
な
学
び
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
電
子
図
書
館
の
導
入
や
公
民
館
事

業
の
充
実
に
よ
り
、
町
民
の
生
涯
学
習

意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学

生
を
対
象
に
開
設
す
る
「
砥
部
の
里　

冒
険
ク
ラ
ブ
」
で
の
活
動
な
ど
、
未

来
に
向
け
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

団
員
確
保
と
消
防
団
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
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令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　
予
算
総
額
は
１
５
３
億
１
，
８
５
４
万
３
千
円
（
前
年
度
比
３・３
％
増
）
と
な
り
、

一
般
会
計
で
は
83
億
９
，
９
６
９
万
６
千
円
（
前
年
度
比
５・
８
％
増
）
で
す
。
一
般

会
計
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
に
要
す
る
支
援
等
に
よ
り

民
生
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
等
の
緩
和
に
よ
っ
て
保
険
給
付
費
が
増
加
す
る
と
見
込

む
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
農
業
集
落
排
水
事
業
と
浄
化
槽

事
業
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
統
合
し
て
、
一
つ
の
「
下
水
道
事
業
会
計
」
と
な
り
、

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
行
い
ま
す
。

会計名 予算額 増減
一般会計 83億 9,969 万 6千円 4億 6,420 万 6千円

特別
会計

国民健康
保険事業 24億 1,481 万 7千円 9,457 万 6千円

後期高齢者
医療 3億 3,784 万 7千円 3,812 万 2千円

介護保険
事業 23億 3,610 万 3千円 ▲ 5,220 万 3千円

とべの館 3,454 万 3千円 88万 5千円
とべ温泉 5,462 万 6千円 274万 8千円
農業集落
排水 0千円 皆減

浄化槽 0千円 皆減

企業
会計

下水道事業 10億 272万 3千円 2億 2,982 万 4千円

うち、公共
下水道事業 8億 5,277 万円 7,987 万 1千円

うち、農業集
落排水事業 4,257 万円 皆増

うち、浄化
槽事業 1億 738万 3千円 皆増

水道事業 7億 3,818 万 8千円 ▲ 1億 7,262 万 2千円
合計 153億 1,854万 3千円 4億 8,795 万 4千円

社
会
基
盤
強
化
を
図
る
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

　
橋
り
ょ
う
、
道
路
、
上
下
水
道
施
設

な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、

災
害
に
備
え
た
安
全
性
の
確
保
、
長
寿

命
化
対
策
を
講
じ
、
計
画
的
に
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
強
靭
化
を
図
り
ま

す
。

　
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
実
態
調

査
結
果
を
踏
ま
え
た
空
き
家
等
対
策
計

画
の
見
直
し
の
ほ
か
、
公
園
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
た

移
住
施
策
を
展
開
し
、
良
好
な
生
活
環

境
の
保
全
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処

理
の
広
域
化
に
よ
る
適
正
処
理
と
、
効

率
的
な
収
集
体
制
の
確
立
を
図
り
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
公
共
下
水
道
区
域
外
へ
の
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
よ
り
汚
水
処

理
普
及
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
人
々
が

交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
、
産
業
、
観
光
業
の
減
収
等

に
対
す
る
臨
時
的
な
支
援
と
並
行
し
、

先
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
展
開

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
品
質
の
向
上
や

技
術
の
定
着
に
よ
り
「
紅
ま
ど
ん
な
」

の
栽
培
面
積
を
拡
充
し
、
愛
媛
県
一
の

生
産
量
を
目
指
す
ほ
か
、
地
域
産
品
の

六
次
産
業
化
を
支
援
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
新
た
な
販
路
開
拓
な
ど
に
よ
り
、
市

場
競
争
力
の
高
い
産
地
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
を
、
持
続
的
に
発
揮
す
る

基
盤
整
備
を
進
め
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
基
づ
き
、
町
が
受
託
し
た
森
林
の

整
備
を
開
始
し
ま
す
。

　
観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
３
年
振
り

と
な
る
砥
部
焼
ま
つ
り
や
、
新
た
に
取

り
組
む
松
山
市
花
園
町
で
の
テ
ン
ト
市

を
は
じ
め
、
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

５
周
年
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
県
内
外
で
の

販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛

国
際
映
画
祭
に
参
画
し
、
町
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
県
有
施
設
の
「
と
べ
動
物
園
」、「
え

ひ
め
こ
ど
も
の
城
」、「
県
総
合
運
動
公

園
」
を
『
と
べ
も
り
エ
リ
ア
』
と
し
て
、

一
体
的
に
誘
客
に
取
り
組
む
愛
媛
県
と

の
連
携
を
強
化
し
、
砥
部
焼
伝
統
産
業

会
館
を
中
心
と
す
る
大
南
地
区
の
活
性

化
と
併
せ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
推
進

し
ま
す
。
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令和４年度一般会計の内訳

民生費（対前年＋ 3億 1,470 万 1千円）
　�障害者福祉事業や児童福祉事業、国保・介
護などの特別会計への繰出金など

総務費（対前年＋ 5,802 万 7千円）
　�庁舎の事務処理に必要な経費や地域のコ
ミュニティ活動を支援するためなどの経費

衛生費（対前年＋ 1億 275万 3千円）
　�健康づくりのための支援やごみ処理のため
の経費

教育費（対前年▲ 2億 1,675 万 4千円）
　学校教育や社会教育振興のための経費
公債費（対前年＋ 5,427 万 9千円）
　町の借金を返済するための経費
土木費（対前年＋ 1億 2,262 万 9千円）
　�町道など道路の維持、新設改良のための経
費

消防費（対前年＋１,209 万円）
　消防活動や災害対策への経費
農林水産業費（対前年＋ 909万 5千円）
　農業・林業・漁業の振興のための経費
商工費（対前年＋ 936万 1千円）
　商工業の振興のための経費
議会費（対前年▲ 197万 5千円）
　議会運営のための経費
その他（対前年 0千円）
　予備費

譲与税・交付金（対前年＋2億6,370万3千円）
　�一定の計算方法に基づいて国から交付され
る地方交付税など

町税（対前年＋ 7,719 万 4千円）
　�町民税（個人・法人）、固定資産税、軽自
動車税、町たばこ税

国県支出金（対前年＋ 7,650 万 4千円）
　�国や県が、町が行う事務に対して支払う負
担金、町の事業を支援する補助金、国や県
が行う事務を町に委託した場合に支払う委
託金

町債（対前年▲ 1億 910万円）
　町の借金
繰入金（対前年＋ 1億 4,930 万 8千円）
　基金からの繰入金
分担金・負担金、使用料・手数料
（対前年▲ 1,964 万 1千円）
　�福祉サービスの利用者負担金、各種施設の
使用料、ごみ処理手数料などの収入

その他（対前年＋ 2,623 万 8千円）
　�利子などの財産収入、寄附金、前年度から
の繰越金、諸収入など

歳入
83億9,969万6千円

歳出
83億9,969万6千円

商工費
1億9,473万9千円

農林水産業費
2億3,293万1千円

土木費
5億7,603万1千円

消防費
4億5,860万4千円

公債費
6億6,607万5千円

衛生費
9億3,339万6千円

総務費
9億7,251万8千円

教育費
9億578万8千円

民生費
33億4,468万7千円

議会費
1億492万7千円

その他
1,000万円

その他
4億7,425万8千円

繰入金
3億3,980万8千円

分担金・負担金、
使用料・手数料
2億4,279万6千円

町債
5億4,180万円

国県支出金
15億3,482万2千円

町税
19億8,850万9千円

譲与税・交付金
32億7,770万3千円


